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POINT

１．旅館だけではなく
地域の磨き上げで集客力を高める必要性

２．DMC天童温泉が地域の旅行会社として
地元発意型旅行商品を企画・販売する必要性

３．地域の事業者が連携して
１つのコンセプトに取り組む必要性
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従来の観光地の紹介を軸にしたプロモーションから

もう一歩踏み込んだ誘客施策を講じる必要がある。



天童温泉の若手旅館経営者は

競争から共創へ





DMC天童温泉の目的と目標

①旅館同士が力を合わせて地域全体で稼ぐ力を醸成する

②自然と地域に調和した持続可能な企画・事業を行う

③多くの人たちと繋がりを持ち、他業種が連携して、

住んでよし、訪れてよしの観光まちづくりを実践し続ける



DMC天童温泉の目的と目標

2021年度

目標売上6,000千円 純利益100万円

地元発意型旅行商品数20（新規10、継続10） 参加人数2,000人

2022年度

目標売上8,000千円 純利益300万円

地元発意型旅行商品数30（新規15、継続15） 参加人数3,000人



DMC天童温泉

●宿泊、滞在中のコンテンツ提供および地域の
ワンストップ窓口を担う

●周辺地域や観光施設、交通機関と連携して、
地元発意型旅行商品を企画、販売、実施をする

●旅館、周辺飲食店と連携し、泊食分離の推進
で連泊型宿泊拠点化と地域全体の消費単価向上
の取り組みを行う

天童温泉7軒の旅館

全体の責任者（株主）として事業を俯瞰して、
地域の合意形成と迅速な経営判断、資金調達を
行うことで、地域経営を円滑に行う

事業推進
事業全体
の相談

周辺自治体・観光協会等

天童市を起点として半径約30km圏内にあ
る7市７町と連携し、周遊観光のための旅
行商品造成に必要な持続的な人的連携と受
け入れ整備を推進する

観光施設

人的連携を強化し、地域資源の磨き上げと
持続可能な受け入れ体制構築を行う。CS
強化の取り組み。

交通関連事業者

山寺・銀山温泉・蔵王をはじめとする周遊
バスなど地域内の二次交通の課題解決のた
めの連携強化。ツアー実施時の移動手段と
しても連携。

地元金融機関
（きらやか銀行）

中長期的な事業計画の立案や、国等の補助
事業申請に際し、融資を含む事業全体のア
ドバイスをいただく。

調査機関
（山形大学大学院理工学研究所）

モニターツアー等のアンケート作成におけ
るヒアリング項目の策定。実証実験の調査
結果の検証を行う。

天童温泉に宿泊してもらうための「目的」をつくるため2017年1月に発足
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朝摘みさくらんぼ狩りツアー

早朝、農家さんが収穫している言わばゴールデンタイムの
さくらんぼを味わい、果樹園スタッフと交流できる人気商品

2017年～2021年まで継続的に販売している地元発意型旅行商品です
※2020年はコロナの影響でさくらんぼ狩りはクローズ

滝の湯 あづま荘
王将

果樹園
あづま荘 滝の湯

AM6:00 AM6:10
AM6:30 / 7:30

AM7:50 AM8:00

朝摘みさくらんぼ狩り30分食べ放題
ショップでお土産購入

※各旅館の朝食に間に合うように戻ってきます。



AM6:30頃、
朝日に照らされるさくらんぼ



地域のコンシェルジュとして
案内しながら移動



生産者と旅行者を
結ぶ果樹畑
生産者と旅行者を
結ぶ果樹畑



機能的価値（質が良いか）
日中食べるさくらんぼよりも糖度が高くひんやり実がしまっていておいしい！！
日中さくらんぼ狩りする時より人が少ない！！

感情的価値（プラスの感情になれるか）
さくらんぼができるまでの話や育て方の話、なぜ朝摘みがおいしいのかを果
樹園スタッフがつきっきりで説明してくださるので、話も味も感動する。

自己表現的価値（自己実現ができるか）
他の人がしていないような特別な体験をしている。
自分の消費活動が、好きな地域の貢献につながっている。

カリフォルニア大学で名誉教授を務めるデビッド・アーカー氏提唱
基本的価値

機能的価値

感情的価値

自己表現
的価値

地域の基本的価値があるものに
付加価値をつけて販売



これまで約50以上の
山形ならではのツアーや
体験を造成・販売。





地域の魅力を紹介ではなく、
販売することで集客力を高め、
来訪促進と消費単価をあげることができる。



天童温泉湯めぐり商品タオルの共同購入

屋台村と横丁の運営
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観光庁

令和2年度3次補正（令和3年度実施事業）

既存観光拠点の再生・高付加価値化推進事業

（自治体・DMO型）



観光拠点再生計画（山形県天童市）

【計画の概要】天童温泉が持続可能な観光拠点になるために、2030年まで1人当たりの宿泊数を15％増やし連泊型宿泊拠点として再生する。人口減少に伴う国内旅行
客の減少に歯止めをかけ、競争が激化し多様化するインバウンド需要に対応するために、今後平日の連泊需要が見込まれる高齢者や障がい者・外国人旅行者からも選
ばれる地域となるよう、ユニバーサルツーリズム（UT）を柱とした連泊型拠点再生をおこなう。具体的には①宿泊施設や観光施設をユニバーサルデザイン（UD）改
修し、②泊食分離を推進するため飲食店との連携を強化し、③近隣観光地を結ぶ二次交通網を整備する。また④これまで観光庁事業等を活用して磨き上げてきた着地
型旅行商品を連泊を意識したUDツアーに更に磨き上げ、新たな商品も加えつつ⑤これらを包括したワンストップ窓口をDMC天童温泉が担い、官民が協働して地域全
体の付加価値を高めることで、天童温泉を持続可能な観光拠点として再生する計画である。

【計画地域】
山形県天童市（天童温泉を中心とした地域）

【計画の目標】
① 2026年までに天童温泉の全ての宿泊施設にユニバーサル対応の
客室と風呂を設ける

② 飲食店のUD化とキャッシュレス化を推進する
③ 周遊観光のための二次交通網を整備する
④ 連泊型UDツアーを2023年までに10本以上造成
⑤ 2022年までにUTワンストップ窓口を開設する

【宿泊施設・観光施設の投資対効果目標】
2023年の宿泊総消費単価※を2019年比105％とする

【1人当たり宿泊数目標（2019年は1.04泊）】
2026年までに1.15泊（2019年比宿泊総消費額 4億円増）
2030年までに1.20泊（ 同 12.6億円増）
※宿泊総消費単価＝一人当たりの宿泊単価+付帯消費単価

【計画の参加者】
事 業 主 体 ：山形県天童市
地域経営会社：（株）ＤＭＣ天童温泉
宿泊事業者 ：（株）天童ホテル／（株）滝の湯ホテル

（株）栄屋ホテル／（株）天童荘
（株）ほほえみの空湯舟つるや

観光事業者 ：（株）やまがたさくらんぼファーム
交通事業者 ：山交バス（株）／青空観光（株）
実証事業検証：国立大学法人 山形大学大学
融資・事業アドバイス： （株）きらやか銀行

【課題解決・目標達成のために実施する主な事業】
① 高齢者や障がい者・外国人等が快適に利用できるUDの客室改装や、施設の一部をUDの
個室露天風呂に改装するなど、宿泊施設や観光施設を利便性と情緒性を兼ね備えた付
加価値の高い施設へ改修する

② 飲食店でキャッシュレス精算（旅館で後精算）できる仕組みを構築し、多言語メ
ニューの整備と連携強化による泊食分離推進事業を実施する

③ 交通事業者と協力し、これまで課題だった山寺や銀山などの宿泊客から需要の高い観
光地への交通アクセスを整備するための実証を行う

④ （株）DMC天童温泉のサイトをUD化し長期滞在を目的とする顧客との接点を増やす。
また、連泊を推進するUDツアーや地域の飲食店と連携した泊食分離型滞在プログラム
の実証実験を実施する

⑤ 旅館に入浴介助士を派遣する仕組みを構築するのための実証実験や、旅館スタッフの
旅行介助士養成事業（旅館スタッフのマルチタスク化）を実施する

⑥ 山形大学と連携しモニターツアー等の実証実験の検証を行う
⑦ 金融機関と連携し融資を含む事業全体のアドバイスを受ける
⑧ 観光庁の他の補助事業により、市が公衆トイレの改修を行う
⑨ 市の補助事業で天童温泉組合がインバウンドプロモーションを行う

【地域の課題】
• 高齢者や外国人等の長期滞在に適したUDの宿泊・観光施設が少ない
• インバウンドや連泊を促進する泊食分離の受入体制が整っていない
• 一次交通は非常に便利だが二次交通が未整備のため滞在型観光に不向
• UTの旅マエ・旅ナカ・旅アトの仕組みづくりと情報発信が不足



ユニバーサルツーリズム
（ユニバーサルデザイン）

これから、天童温泉が地域とともに取り組む共通テーマ



施設のUD化を促進

地域としてUD化していく

ミスマッチのない受入体制

全ての人が安全安心
で、楽しく滞在できる
観光まちづくりに繋が
る。

地域および各旅館の新
たな客層の獲得にも繋
がる。地域の介護事業者と連携



DMC天童温泉

●宿泊、滞在中のコンテンツ提供およびUTの
ワンストップ窓口を担う

●旅館、周辺飲食店と連携し、泊食分離の推進
で連泊型宿泊拠点化と消費単価向上の取り組み
を行う（キャッシュレス化等）

●地元発意型旅行商品のUT版の造成・販売

自治体（天童市）

事業主体として、DMC天童温泉と連携して事
業を推進していく。検証結果を基に修正をかけ、
より良い事業を構築し継続的に推進していく。

事業推進
事業全体
の相談

天童温泉の旅館
天童ホテル・滝の湯ホテル・栄屋ホテル

天童荘・ほほえみの空湯舟つるや

高齢者や障がい者・外国人等が快適に利用
できるUDの客室改装や、施設の一部をUD
の個室露天風呂に改装するなど、宿泊施設
と利便性と情緒性を兼ね備えた付加価値の
高い施設へ改修する。

観光施設
やまがたさくらんぼファーム

敷地内のUD化と地元発意型旅行商品のUT
版の受け入れを行う。

交通関連事業者

山寺・銀山温泉・蔵王をはじめとする周遊
バスなど地域内の二次交通の課題解決のた
めの連携強化。ツアー実施時の移動手段と
しても連携。

地元金融機関
（きらやか銀行）

観光拠点再生計画案に基づき、融資を含む
事業全体のアドバイスを行う。

調査機関
（山形大学大学院理工学研究所）

モニターツアー等のアンケート作成におけ
るヒアリング項目の策定。実証実験の調査
結果の検証を行う。

自治体とDMCが中心となり、近隣を含む天童温泉の付加価値向上にむけた取り組みを実施
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旅館のUD改修
ほほえみの空湯舟つるや



旅行介助士研修
協力：(一社)日本介護旅行サポーターズ協会



天童温泉

山寺

蔵王

銀山温泉

課題

各観光地への二次交通が乏しい。回遊性の高い、交
通網が天童温泉周辺に不足している。そのため、魅
力ある観光地が周辺にあっても結びつけることが難
しく、旅行者へ訴求することができていない。

二次交通の拡充と発信

交通事業者の実証事業として、天童温泉周辺をぐ
るっと巡る巡回バスと、銀山温泉、蔵王をそれぞれ
結ぶ直行バスの運行を実施。DMC天童温泉を中心
に、天童温泉の各旅館やSNSで情報発信を随時行
い、利用者を伸ばしている。

データ収集と解析による次の打ち手の検討

デンソーウェーブの協力でQRコードを活用した、情
報収集システムを開発。利用者が乗車時、事前にア
ンケート回答したカードをリーダーで読み込むこと
で属性を自動収集できる。DX化、次の打ち手検討の
ためのデータ集積を行なっている。

二次交通の拡充





今回の「既存観光拠点の再生・高付加価値化

推進事業」をきっかけに、地域内でひとつの

テーマやコンセプトを設けて 旅館づくり・

地域づくりに対し、同じ目標を共有すること

ができたため、地域の連携強化が加速してい

る。



令和4年度の取り組み（予定）

選ばれる滞在型温泉宿泊地構築のために

UT事業の推進強化

他産業とも連携し、
更なる高付加価値化を目指し、

地域で取り組むUT事業の推進をしていく。

UT事業の推進強化

他産業とも連携し、
更なる高付加価値化を目指し、

地域で取り組むUT事業の推進をしていく。



観光庁 令和２年度実証事業

誘客多角化事業等のための魅力的な滞在コンテンツ造成に向けた実証事業

観光庁 令和2年度補正（令和3年度実施事業）

地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向けた実証事業

天童温泉周辺のものづくり企業と連携した旅行商品

天童温泉周辺の農家と連携した旅行商品



「山形盆地が育んだ1000年のものづくり 人・技・逸品に出会う新しい旅」コンテンツ造成事業
これまで

卓越したものづくり企業が多数
あるが、いずれの企業も時代の
流れの中で販売力に課題。

なぜか

B to Bの売上が少しずつ低下
してきており、今後B to Cに
も力を入れる必要がある。

観光の力を使って、山形ならで
はのものづくりの魅力を伝え、
未来の顧客にしていく。

であれば

一生ものに出会う旅の造成・実施

オリエンタルカーペット
特別工房見学ツアー

天童木工の工場内部に潜入
＆家具を自宅でDIY

生活に役立つ将棋の思考法講座
＆書き駒体験

出羽桜と山形鋳物の
マリアージュツアー

コロナ禍によりオンラインツアーとして実施したが、
今後リアルツアーとして受け入れを開始する。



GI登録!「山形ラ・フランス」を農業資源から持続可能な観光コンテンツに磨き上げる実証事業
これまで

山形のラ・フランスは、世界的
に最大の産地であるが、観光に
はほぼ活用されてこなかった。

なぜか

ラ・フランスは収穫後すぐに食
べることができないため、観光
には不向きとされていたから。

収穫から食べるまでのインター
バルを活用し、観光コンテンツ
にする！

であれば

前後編2部完結型のインターバルツアーの造成・実施

ラ・フランスの
①収穫体験
②ビール作り
③ジョッキづくり①①

②② ③③

ついに！
①ラ・フランス実食！
②ビール完成！試飲会！
③陶器のジョッキ完成！ ①①

②② ③③

インターバル期間
の様子をYouTube
で参加者限定配信

10月上旬
リアルツアー

11月上旬
リアルツアー

10月下旬
オンラインツアー



令和4年度の取り組み（予定）

選ばれる滞在型温泉宿泊地構築のために

UT事業の推進強化
他産業とも連携し、更なる高付加価
値化を目指し、地域で取り組むUT事
業の推進をしていく。

UT事業の推進強化
他産業とも連携し、更なる高付加価
値化を目指し、地域で取り組むUT事
業の推進をしていく。

泊食分離の推進
地域の食の魅力度向上により、さら
に泊食分離を推進していく。地域の
飲食店との連携を強める。

泊食分離の推進
地域の食の魅力度向上により、さら
に泊食分離を推進していく。地域の
飲食店との連携を強める。

天童温泉のDX化
デジタル技術を活用し、さらに利便
性の高い滞在体験を天童温泉利用者
に提供できるようにする。

天童温泉のDX化
デジタル技術を活用し、さらに利便
性の高い滞在体験を天童温泉利用者
に提供できるようにする。

産学官金体制の強化
スピードと実行性、持続性のある産
学官金一体となった地域推進体制の
強化をしていく。

産学官金体制の強化
スピードと実行性、持続性のある産
学官金一体となった地域推進体制の
強化をしていく。



私たちDMC天童温泉が大切にしていること

親から子へ引き継がれてきた旅館経営者は、その地域の相談役。

長年にわたり多くの人と繋がりを持ち、多様な関係性を構築してきた。

環境が目まぐるしく変化していく中で、

その土地にある本当に大切にすべき歴史や文化を継承しつつ、

さらに地域の魅力や価値を高め磨き上げるために、

人と人との繋がりを最大限に活かし、地域全体で新たなものにチャレンジする


